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甲府市農業委員会６月定例総会議事録 

 

１．日  時  平成２９年６月３０日（金曜日）午後３時００分から４時３０分  

 

２．会  場  ホテルクラウンパレス甲府  

 

３．出席委員（31名） 

  会長・西名武洋 会長職務代理者・山本光信 会長職務代理者・田中寿雄 

   委  員 

1番 山中 和男  2番  森 信二  3番 向山 章夫    4番 栁澤 榮 

6番 保坂 敬夫   7番 植田 泰    8番 花形 滿寛   10番 植田 年美  

11番 長田  淳  12番 萩原 為仁  14番 井田 慶喜  15番 福島 昌之    

16番 大塚 義久 17番 飯沼  博  19番 堀井 公雄   20番 柿嶋  敦  

22番 土屋三千雄 23番 桑本袈裟康 26番 土屋 正人   27番 三神富太朗  

28番 隺田 勝   29番 關野 登   30番 長塚 吉夫   31番 芹澤  章   

32番 萩原 斉  33番 長田 孝夫  34番 萩原 靖彦   35番 中川 貴子 

４．遅刻委員（0名） 

 

５．欠席委員（４名）  

9番 米永 健治 18番 宮沢 幸洋 21番 五味 一豊    25番 土橋 吉次 

 

６．職務のために出席した農業委員会事務局職員の職氏名 

  事 務 局 長 青木 進 

農地係 係 長  田中 紀雄 

係 長 佐野 慶一 

主 事 一ノ瀬 匠 

  振興係 係 長 岡  正己   

            技 師 吉澤 雅貴 

 

６．議  案 

議案第１号 農地法第３条による競・公売適格証明願いについて 

議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第４号 平成２９年７月告示分農用地利用集積計画について 

議案第５号 平成３０年度農業行政施策に関する提言について 
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議案第６号 地域農業マスタープランの見直しについて 

 

報告案件 

報告第１号 山梨県農業会議への諮問結果について 

報告第２号 農地法第３条の３の規定による届出について 

報告第３号 農地法第４条の規定による届出について（市街化区域届出） 

報告第４号 農地法第５条の規定による届出について（市街化区域届出） 

報告第５号 農地法第５条の規定による届出後の計画変更について（市街化区域届出） 

報告第６号 農用地利用集積計画の解約について 

 

午後３時００分 開会 

 

○事務局（田中係長） 

    それでは、ただ今から、平成２９年度６月定例総会を始めます。 

本日の会議は、定数３５名中３１名が出席し過半数に達しておりますので、農業

委員会等に関する法律第 27 条第 3 項の規定により、この会議が成立していることを

ご報告いたします。 

総会に先だち、会長より「あいさつ」をいただきます。会長よろしくお願いいた

します。 

 

○議長（西名会長） 

こんにちは、お忙しい中 6月の定例総会にご出席いただきありがとうございます。 

《以下 挨拶 略》 

 

○事務局（田中係長） 

    ありがとうございました。 

それでは、甲府市農業委員会総会会議規則により、会長が議長を務め会議を進め

て参ります。 

会長よろしく、お願いいたします。 

 

○議長（西名会長） 

    ただ今から、甲府市農業委員会 6 月定例総会を、農業委員会等に関する法律並び

に甲府市農業委員会総会会議規則により、会議を進めて参ります。 

最初に、6 月定例総会の議事録署名委員ですが、11 番の長田 淳委員、それから

12番の萩原爲仁委員のお二人にお願いを致します。 

それでは、議事に入ります。 

本日は、総会進行の都合により、議案第 6 号地域マスタープランの見直しについ

てを最初の議題とします。 
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この件につきましては、本市産業部農政課より依頼がありまして、本日、担当の

關野技師が説明のため出席しております。 

關野技師、説明してください。 

○農政課（關野技師） 

    お手元にお配りしました中道、上九一色地域のマスタープラン見直し案等資料を

もとに説明します。本市では地域農業の中心となる担い手や農地を確保するために

地域農業マスタープランを作成し、随時見直しを行っております。 

    この見直しにつきましては、農業者の代表組織においても合意が必要になるとい

うことで、今回議題にあげさせていただきました。 

    今回の見直しは、中道地域における新規就農者の追加によるものです。具体的な

追加箇所については、資料をご覧ください。 

    10ページの平成 29年度追記分という箇所ですが、○○○○が追加となります。 

   ○○○○は○○○○で 7 年間農業に従事され、この度独立して 7 月より就農する予

定です。構成員については、1人とありますが、○○が県の農大で研修され、来年か

ら○○で営農を予定しております。経営開始の初年度は、○○○○○○○○○○○

○で開始しますが、5年目には○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○させ

る計画を立てております。活用が見込まれる施策として、農業次世代人材投資事業、

去年まで、青年就農給付金と呼ばれていたものですが、こちらを受給しながら営農

するという計画を立てております。 

    この追記に基づきまして、61ページと 63 ページにも同じく名前が追加されます。 

    見直しについては以上です。 

○議長（西名会長） 

    ただ今、農政課の關野技師から説明がありました。 

    中道地区に○○歳の○○○○さんが、就農されるということです。 

    地域農業マスタープランの変更ですが、こういった変更が度々あることが、良い

ことだと思います。 

    皆さんから、質問がありましたらお願いします。 

○田中会長職務代理 

    私の自治会で、６月から入っております。古い空き家を購入して６月から、内装

と瓦を直して住んでいます。 

    私が心配しているのは、最初の取り組みの面積が少ないので、地元とすれば、こ

れでは、農業として成り立たない。５年後の目標数値が出ていますが、来年から規

模拡大できるようバックアップしているところです。また、○○○○の協力もある

ようです。自治会にも溶け込んで、意欲的ということで、地区でも期待しておりま

す。以上です。 

○議長（西名会長） 

    地元の田中会長職務代理から説明がありました。○○で農業するということで期

待できる内容だと思います。 
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    他に何か皆さんで質問・意見がありますか。 

    ≪ 質問・意見無し ≫ 

○議長（西名会長） 

    地元の農業委員を始め皆さんがご本人に会ったときは声かけや応援をお願いしま

す。 

それでは、他に質問・意見も無いようですので、議案第 6 号地域農業マスタープ

ランの見直しに同意される方は挙手をお願いします。 

    ≪ 全員挙手 ≫ 

○議長（西名会長） 

    全員の賛成をいただきましたので、議案第 6 号地域農業マスタープランの見直し

については、同意するということで、報告します。 

    それでは議案第 1 号農地法第 3 条による競・公売適格証明願いについてを議題と

します。事務局から説明してください。 

○事務局（佐野係長） 

今月は第 3 条の競公売適格証明願が 1 件ございます。競売や公売の物件で登記地

目が農地である場合、参加者は入札に先立って 3 条の許可の適格者であるという証

明を受ける必要があります。今回の願出人は競売地を農地のまま耕作したいという

方の 3条の資格審査を求めるものです。 

議案書 1 ページの 1 番、地図は 1 ページの 3 条№1 競･公売適格証明願をご覧くだ

さい。 

競売地の所在・地目・面積・願出人については、議案書記載のとおりです。 

上町交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面は転用許可済み用地及び

宅地、南面･西面は農地、北面は道路となっています。 

農地区分は、第 2種農地と判断いたしました。 

願出人は、○○○○○において○○の経営する○○○に従事しており、競売地を

取得し○○○○○○したいとのことです。 

願出人の現在の経営面積は○○㎡ですが、落札後は計画面積が○○㎡となり、○

○○○として○○○○○○○○○○する計画です。 

また、願出人は○○○であるため、競売地を○○○○○○として利用することも

考えられることから、5条の許可申請を検討するよう助言しましたが、願出人は、あ

くまで○○○○○として利用する計画であり、最低でも 3 年以上は当計画以外に利

用する予定はないことから、今回は 3条の許可申請を希望するとのことでした。 

なお、願出人は経営面積や従事日数など、農地の取得要件は全て満たしておりま

す。以上でございます。 

○議長（西名会長） 

    事務局から説明が終りました。 

    次に地元委員より補足説明をお願いいたします。 

    この案件は、山城地区の關野委員にお願いいたします。 
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○山城地区委員（關野委員） 

    この場所につきましては、5月の総会の時にも申請されました。内容については事

務局の説明のとおりで、問題はないものと考えております。 

○議長（西名会長） 

    地元委員から説明が終りましたので、質疑に入ります。 

    ご質問等ある方は、お願いします。 

    ≪ 質問なし ≫ 

○議長（西名会長） 

    特別に意見も無いようですので、採決をさせていただきます。 

    この案件について、ご賛成いただける方は、挙手をお願いします。 

    ≪ 全員挙手 ≫ 

○議長（西名会長） 

    全員の賛成をいただきましたので、議案第 1 号の案件につきましては、証明書の

交付をして参ります。 

    つづきまして、議案第 2 号農地法第 4 条第 1 項の規定による許可申請についてを

議題とします。事務局より説明をお願いします。 

 

○事務局（佐野係長） 

今月の 4条許可申請は 2件になります。 

議案書 2ページの 1番、地図は 2ページの 4条№1をご覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・申請人については、議案書記載のとおりです。 

白井交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面は道路及び農地、南面は

道路、西面は農地、北面は水路及び道路となっています。 

農地区分は、第 2農地（集落）と判断しました。 

申請人の○○と○○がそれぞれ○○○と○○○を経営し、申請人宅の敷地内に○

○を置いているが、申請人の農作業の妨げとなっていることから、申請人は申請地

を整備し、○○と○○に○○○○として無償で使用させたいとのことです。 

続きまして議案書の 2番、地図は 3ページの 4条№2をご覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・申請人については、議案書記載のとおりです。 

右左口交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面･南面は農地、西面は宅

地、北面は道路となっています。 

農地区分は、第 2種農地と判断しました。 

申請人は、申請地の○○○で○○○○○○を経営しているが、○○○○○○に伴

い○○○○○○が不足していることから、利便性に適している申請地を○○○○と

して転用したいとのことです。 

転用後は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○する予定

です。以上でございます。 
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○議長（西名会長） 

    事務局からの説明が終りました。 

    次に、地元委員から補足説明をお願いします。 

    この案件は中道地区ですので、1番の案件は土屋正人委員、2番の案件は桑本委員

にお願いします。 

○中道地区委員（土屋正人） 

    議案の 1番ですが、事務局の説明のとおりです。道路に○○○も通っており水路

もあり、○○○○○○の処理も問題ありません。よろしくご審議のほどお願いしま

す。 

○中道地区委員（桑本委員） 

    事務局の説明のとおりで、何ら問題ありません。ご審議のほど、よろしくお願い

します。 

○議長（西名会長） 

    地元委員から説明が終りましたので、質疑に入ります。 

    ご質問のある方は、お願いします。 

    ≪ 質問無し ≫ 

○議長（西名会長） 

    ないようですので、採決をさせていただきます。 

この案件に賛成される方は挙手をお願いします。 

    ≪ 全員挙手 ≫ 

○議長（西名会長） 

    全員の賛成をいただきましたので、議案第 2号の案件につきましては、1,000㎡以

上の案件ですので、許可相当ということで、県農業会議に諮問をしてまいります。 

    つづきまして、議案第 3号農地法第 5条第 1項の規定による許可申請についてを

議題とします。事務局から説明してください。 

 

○事務局（佐野係長） 

今月の 5条許可申請は、所有権移転が 15件、賃貸借が 1件、使用貸借が 1件、合

計 17件となっています。 

議案書 3ページの 1番、地図は 4ページの 5条№1をご覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・譲渡人・譲受人については、議案書記載のとおりで

す。 

日の出団地北交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面は宅地、南面･西

面は農地、北面は道路となっています。 

農地区分は、第 2種農地と判断しました。 

譲受人は、○○○において○○○を経営する外、○○○○○○○○○を運営し○

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○しており、譲受人は申請地を取得し、
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○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○す

る予定です。 

続きまして、議案書の 2番、地図は 5ページの 5条№2をご覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・譲渡人・譲受人については、議案書記載のとおりで

す。 

雇用促進住宅東交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面は宅地及び農

地、南面は農地、西面･北面は道路となっています。 

農地区分は、第 2種農地と判断しました。 

譲受人は、○○○○○○○において、○○○○○○○○○○○○○○○○○○を

運営しているが、○○○○○○○○○のため、○○○○○に対応していないことや、

○○○○○○○○○○○○○○○を検討していたところ、申請地が立地条件に適し

ており、需要が見込まれるため、申請地を取得し、○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○したいとのことです。 

転用後は、○○○○○○○○○○○○○○○する予定です。 

続きまして、議案書 4ページの 3番、地図は 6 ページの 5 条№3をご覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・貸人・借人については、議案書記載のとおりです。 

小瀬スポーツ公園補助競技場から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面･北面は

道路、南面･西面は農地となっています。 

農地区分は、第 2種農地と判断しました。 

借人は、貸人の○にあたり、現在の○○が手狭となったため、申請地を○○○○

し、○○○○○○したいとのことです。 

転用後は、○○○○○○○○○する予定です。 

続きまして、議案書の 4番、地図は 7ページの 5条№4をご覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・譲渡人・譲受人については、議案書記載のとおりで

す。 

落合町交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面･南面は宅地、西面は水

路及び農地、北面は雑種地となっています。 

農地区分は、第 2種農地と判断しました。 

譲受人は、地図に黒塗りで示した 5-4 の申請地が立地条件に適しており、需要が

見込まれるため、地図に斜線で示した非農地の箇所を含めた計画用地を○○○○○

○に転用したいとのことです。 

転用後は、○○○○○○○○○する予定です。 

続きまして、議案書の 5 番から 6 ページの 11 番、地図は 8 ページの 5 条№5～11

と 9ページの別紙 5条№5～11詳細図をご覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・譲渡人・譲受人については、議案書記載のとおりで

す。 

高橋交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面は道路、南面は道路及び

宅地、西面は道路及び農地、北面は農地及び宅地となっています。 
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農地区分は、第 3種農地と判断しました。 

譲受人は、○○○○○○○○○○○○○○○○○を経営しているが、○○におい

て、○○○○○○○○○の応募があり当選したため、土地選定を検討していたとこ

ろ、申請地が立地条件に適しており、需要が見込まれるため、申請地を取得し、○

○○○○○○○○○○○したいとのことです。 

転用後は、○○○○○○○○○○○○○○○する予定です。 

なお、今年の 2 月の総会において農政課より農振地区除外案件につき、意見を求

められた際にご指摘のありました農業用水路の課題については、土地利用計画の中

に示されており、施設敷地内にＵ字側溝を設置するとともに、施設敷地南側の道路

内に横断側溝を設置することから、用水路は確保されることを確認しております。 

続きまして、議案書 7 ページの 12 番、地図は 10 ページの 5 条№12 をご覧くださ

い。 

申請地の所在・地目・面積・賃貸人・賃借人については、議案書記載のとおりで

す。 

西下条交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面は宅地及び農地、南面

は道路、西面は宅地、北面は農地となっています。 

農地区分は、第 2種農地と判断しました。 

賃借人は、申請地から○○ｍほど○○の位置で○○○を経営しているが、○○○

○○○○○○が不足していたところ、申請地が立地条件及び利便性に適しているこ

とから、今年の 5 月頃に○○○○○○として使用してしまったことから、始末書を

添付しての申請となります。 

転用後は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○が確保される予定です。 

続きまして、議案書の 13番、地図は 11ページの 5条№13をご覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・譲渡人・譲受人については、議案書記載のとおりで

す。 

大里小学校入口交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面は用悪水路及

び宅地、農地、南面は道路及び宅地、西面は道路、北面は雑種地及び道路となって

います。 

農地区分は、第 2種農地と判断しました。 

譲受人は、申請地北側の隣接地で○○○○○○を経営しているが、○○○○○○

○○○○○○○○○○を検討していたところ、申請地が立地条件及び利便性に適し

ていることから、申請地を取得し○○○○○○○○○に転用したいとのことです。 

続きまして、議案書の 14番、地図は 12ページの 5条№14をご覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・譲渡人・譲受人については、議案書記載のとおりで

す。 

白井河原橋南詰交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面･西面は宅地、

南面は雑種地、北面は道路となっています。 

農地区分は、第 2種農地と判断しました。 
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譲受人は○○○○を経営しており、地図に黒塗りで示した 5-14 の申請地の南隣り

で、地図に斜線で示した○○○○○○を平成○○年 12月頃から○○○○として使用

しているが、その際、申請地の転用許可を得ずに譲渡人から借りて○○○○○○と

して使用して来たことから、始末書を添付しての申請となります。 

続きまして、議案書 8ページの 15番･16番、地図は 13ページの 5条№15･16をご

覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・譲渡人・譲受人については、議案書記載のとおりで

す。 

境川サービスエリアから○○ｍほど○○に位置する農地で、東面･南面は雑種地、

西面は境内地、北面は宅地及び農地となっています。 

農地区分は、第 1種農地と判断しました。 

譲受人は、地図に黒塗りで示した 5-15 と点線で示した 5-16 の申請地の○○ｍほ

ど○○で○○○を営んでいますが、現在使用している○○○○○○○○○○○○○

がリニア新幹線の用地として買収される見込みであり、申請地を確保し○○○○○

○○○○○○○○○○として転用したいとのことです。 

転用後は、○○○○○○○○○○○○○○○○する予定であり、地図に斜線で示

した転用済箇所の○○○及び○○○○○○○○○○○○○○○となる予定です。 

続きまして、議案書の 17番、地図は 14ページの 5条№17をご覧ください。 

申請地の所在・地目・面積・譲渡人・譲受人については、議案書記載のとおりで

す。 

白井交差点から○○ｍほど○○に位置する農地で、東面･南面は宅地、西面は農地、

北面は道路となっています。 

農地区分は、第 2種農地と判断しました。 

譲受人は、現在の○○が手狭となったため、申請地を取得し、○○○○○○○し

たいとのことです。 

転用後は、○○○○○○○○○○○する予定です。 

以上でございます。 

○議長（西名会長） 

    事務局よりの案件の説明が終りました。 

    次に、地区毎に地元委員より補足説明をお願いします。 

    まず１番から４番の案件は、山城地区ですので、１番、２番の案件につきまして

は關野委員にお願いします。 

○山城地区委員（關野委員） 

    １番ですが、○○○○○○○○ということで、隣接の農地の所有者の同意が得ら

れているので、特に問題はないと考えています。 

    なお、２番につきましては、農地の除外案件として審議されておりますが、開発

との同時申請という案件です。○○○○につきましては、○○○○○○の近くで、

○○○○○○○○、今まで○○してきましたが、手狭になったということで、申請
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地に○○○○するということです。なお、隣接の農地所有者の同意もありますし、

○○○への接続もされるということで、問題はないと思います。 

○議長（西名会長） 

    ３番の案件は、私です。 

この案件は、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○するということです。○○に直接繋がるということで、

○○はされておりますし、回りの農地は、○の農地ということで、近隣の農家にも

影響はない場所ですので、事務局の説明のとおりです。 

４番の案件については、向山委員お願いします。 

○山城地区委員（向山委員） 

事務局の説明のとおりです。○○○○○もあり、隣接地の同意もありますので、

何ら問題ありません。よろしくお願いします。 

○議長（西名会長） 

    つぎに５番から１１番また１３番は大里地区です。三神委員、説明してください。 

○大里地区委員（三神委員） 

    ○○の件ですが、理事会の役員も替わりリニア対策とも話し合った結果、農政課

で、力強い援助をいただき纏まりました。この件については、問題ありません。 

    １３番については、私の留守の間に書類がありましたが、農業委員の承諾は要ら

ないということですので、事務局にそのことを確認したいです。 

○議長（西名会長） 

    ○○○○○、農地転用については、地元の自治会との絡みがあります。また、用

水路については、了解ということです。 

    １３番の案件についての農地転用については、農業委員の同意が要らないとのこ

とですが、この件について事務局で説明してください。 

○事務局（佐野係長） 

    ○○承諾のことだと思います。説明については、地元の農業委員に十分説明して、

理解を得てくださいということを言ったと思います。おそらく宅地ではなく○○○

なので、○○承諾の書面がいらないという意味合いだと思います。 

○議長（西名会長） 

    三神委員、よろしいでしょうか。 

    ≪ 三神委員より「はい」との返事あり。≫ 

○議長（西名会長） 

    納得していただいたようです。 

    それでは、１２番の案件について、芹澤委員、お願いします。 

○大里地区委員（芹澤委員） 

    この案件につきましては、○から相続した宅地の中に、早く転用してしまったと

いうことで、始末書を添付しての申請です。周りの農地の方々の同意もありますの

で、何ら問題はないと思います。以上です。 
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○議長（西名会長） 

    つぎに 14番から 17番の案件は、中道地区の案件ですので、14番から 16番を土屋

三千雄委員にお願いします。 

    それから、17番は、土屋正人委員、説明してください。 

○中道地区委員（土屋三千雄委員） 

    それでは、14番から 16番の案件について説明します。 

    先ほど、事務局で詳細に渡って説明があったとおりです。よろしくご審議のほど

お願いします。 

○中道地区委員（土屋正人） 

    17番の案件ですが、事務局の説明のとおりです。第２種農地ということで、何ら

問題はないと思います。よろしくご審議のほどお願いします。 

○議長（西名会長） 

    地元委員から説明が終りました。これから質疑に入ります。ご質問・意見のある

方はお願いします。 

≪ 質問・意見無し ≫ 

○議長（西名会長） 

    意見も無いようですので、採決に入ります。議案第３号の案件について、賛成さ

れる方は挙手をお願いします。 

    《 全員挙手 》 

○議長（西名会長） 

    全員の賛成をいただきました。 

    それでは、議案 3号の内 1番、2番、5番～11番、15番、16番の案件は 1,000㎡

以上の案件となりますので、許可相当ということで、県農業会議に諮問して参りま

す。 

    それ以外の案件は、1,000㎡未満の案件ですので、許可証の交付をしてまいります。 

    次に関連がありますので、報告第 1号から第５号についての報告を受けたいと思

います。事務局より説明してください。 

 

○事務局（佐野係長） 

それでは、報告事項の説明をいたします。まず議案書 9ページからご覧ください。

先月の総会案件のうち、4条及び 5条の申請について山梨県農業会議へ諮問をした結

果、いずれの案件も許可相当との答申を受けました。 

次のページからは平成 29年 5月 23日から 6月 20日までに受理しました各種の届

出を掲載しております。それぞれの転用目的や農地の所在・届出人等につきまして

は、議案書に記載のとおりであり、受理通知につきましては、事務局長の専決によ

り交付済みとなっております。 

以上でございます。 
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○議長（西名会長） 

    事務局から報告が終わりました。このことにつきましては、報告事項でございます

が、皆さんからご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

    ≪ 質問・意見なし ≫ 

○議長（西名会長） 

    それでは、質問・意見も無いようですので、この報告第１号から５号については、

ご了承願いたいと思います。 

 それでは、つぎに、議案第 4 号、平成 29 年 7 月告示分農用地利用集積計画につい

てを議題とします。 

 それでは、議案第 4号の案件について、事務局より説明してください。 

 また、関連がありますので、報告案件第 6 号についても、併せて報告してくださ

い。 

○事務局（吉澤技師） 

今月の案件は、所有権移転 1 件、新規設定 3 件、再設定 4 件、計 8 件の申出があ

りました。 

議案書は、20ページからになります。こちらの表は、所有権移転です。 

中道北地区からの申出がありまして、合計面積は 643㎡です。 

１ページおきまして、22ページ。こちらの表は、新規設定です。 

中道北、中道南地区からの申出がありまして、合計面積は 5,197 ㎡です。中段の

表を見ますと、平成 29 年度の目標面積 108,400 ㎡に対し、設定面積は 42,731 ㎡と

なり、達成率は 39％となります。 

続いて、23ページ。こちらの表は、再設定です。 

里垣、二川地区からの申出がありまして、合計面積は 8,847 ㎡です。中段の表を

見ますと、平成 29年度の目標面積 338,200㎡に対し、設定面積は 47,017㎡となり、

達成率は 14％となります。 

それでは、ページはもどりまして、21ページになります。 

   21 ページ 1 番申請地は白井町にある農地１筆で白井町東集会所より約○○ｍ○

○に位置する農地です。 

移転する農用地及び・移転する者・移転を受ける者は記載のとおりであります。 

譲受人は○○歳、○○○と○○○に自作地・借入地を有し、○○○○の世帯で

○○○○○○○○しております。 

この農地の所有権移転については、譲受人の○○が、譲渡人より、農地を売買

したいと話の相談を受け、○○○○を考えていた譲受人へ話をし、所有権移転を

行うこととなった。 

譲受人が取得した後は○○○○○○○○するとのことです。 

続きまして、24ページ 1番～3番は新規設定となります。 

1番 2番は新規就農者の案件であり、借り手が同一なので合わせて説明します。 

借り手はいずれも、記載のとおり同一であり、貸し手及び所在、地目、面積、利
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用目的、貸借期間につきましては、記載のとおりとなっております。 

借り手につきましては、現在○○歳で、農業大学校の職業訓練科で学び、その後、

○○○○にあります○○○○○に 7 年間勤め、この度新規就農することになりまし

た。 

就農は○○○○で、○○○○○○○○○○○○○○○していくということであり

ます。 

農機具については、背負い式動力噴霧器、管理機を所有しており、トラクター等

足りないものについては借りて作業を行い、いずれ資金等を活用し購入していくと

のことです。 

また、農業次世代人材投資事業経営開始型を受給する予定であり、農政課からも

十分給付対象になると話を伺っております。 

以上のことから、今後の農業経営を行っていく上での経営計画、農機具の状況、

また本人の農業に取り組む熱意を踏まえ、問題ないと考えられます。 

続いて、3番は解除条件付一般法人の案件であります。 

借り手・貸し手及び、所在、地目、面積、利用目的、貸借期間については、記載

のとおりとなっております。 

借り手につきましては、平成○○年○月○○日に○○○○として○○しまして、

○○○○○○○○○○等を行っております。 

○○○○○○○○○○○○○○○ほどで、○○○○○○○○○○○○○○○して

おります。 

○○○○○○○○○○○○○○○しており、その○○○○○○○○○○の一部を

確保することとして、○○○○○を行っております。 

また、昨年度に認定農業者となりまして、甲府市の農地を貸借し耕作を行ってお

ります。 

続いて、25ページ 4番～6番は再設定となります。 

４番の借り手・貸し手及び、所在、地目、面積、利用目的、貸借期間については、

記載のとおりとなっております。   

続いて、5番の借り手・貸し手及び、所在、地目、面積、利用目的、貸借期間につ

いては、記載のとおりとなっております。 

続いて、6番の借り手・貸し手及び、所在、地目、面積、利用目的、貸借期間につ

いては、記載のとおりとなっております。 

続いて、26 ページ、7 番は利用権貸借の更新です。すなわち、前回と全く同じ条

件で再設定するものです。 

借り手・貸し手及び、所在、地目、面積、利用目的、貸借期間については、記載

のとおりとなっております。 

  引き続き 27ページ、農用地利用集積計画の解約の報告です。 

１番～3番まであり、解約の内容、理由につきましては、記載のとおりとなってお

ります。 
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以上、全ての案件の買手及び、借手の経営地は、利用権設定に必要な下限面積ま

た、農作業従事日数を超えており、耕作に供すべき農用地のすべてを効率的に利用

しております。 

これらを踏まえ、甲府市の農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想に適

合していることから、農業経営基盤強化促進法第 18条第 3項による買い手及び、借

手の要件を満たしております。 

以上の案件であります。 

○議長（西名会長） 

    事務局から議案第 4号の案件についてについて説明がありました。 

ここで、地元委員から説明が必要な案件があります。これは所有権移転や新規就

農者及び法人が関係する案件若しくは特殊な案件について原則説明をいただくこと

としております。 

それでは、所有権設定の 1 番の案件につきまして、中道地区の土屋三千雄委員よ

り補足の説明をお願いします。 

○中道地区委員（土屋三千雄委員） 

1番の案件ですが、所有権を受ける方が、是非○○地区で果樹を経営したいという

ことで、双方合意で、所有権を譲り受けることになりました。 

    よろしくご審議のほどお願いします。 

○議長（西名会長） 

つづきまして、利用権設定 1 番と 2 番の案件については、新規就農者の案件です

ので、中道地区の長塚委員、補足説明をお願いします。 

○中道地区委員（長塚委員） 

    事務局の説明の通りで、何ら問題ありません。よろしくご審議のほどお願いしま

す。 

○議長（西名会長） 

つづきまして、利用権設定 3 番の案件については、解除条件付一般法人の案件で

すので、中道地区の長田委員、補足説明をお願いします。 

○中道地区委員（長田委員） 

    3番の案件の申請人につきましては、既に何回か総会にかかっておりまして、全て

認めております。今回も事務局の説明のとおり何ら問題はないので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（西名会長） 

    地元委員より、補足説明が終りました。 

    質疑にはいります。ご質問、ご意見がある方は、ご発言ください。 

    ≪ 質問・意見無し ≫ 

 

○議長（西名会長） 

    それでは、意見もないようですので、採決にはいります。 
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それでは、議案第４号ご賛成される方は挙手をお願いします。 

    ≪ 全員挙手 ≫ 

○議長（西名会長） 

    全員の方の賛成をいただきましたので、議案第 4 号につきましては、決定をして

まいります。 

    また報告第６号については、報告事項ですので、ご了承願いたいと思います。 

    つぎに、議案第５号 平成 30年度山梨県行政施策に関する提言等についてを議題

とします。 

    事務局で、説明をお願いします。 

 

○事務局（岡係長） 

    議案第５号になります。 

平成３０年度山梨県行政施策に関する提言等についてを説明します。 

今年度につきましては、様式を変更しまして、横軸に項目。課題、改善策並びに、

新たな施策という三項目を設けました。一つ目の項目としては、農地の有効利用対

策について、課題については、農地台帳による農地情報の整備についてです。 

それでは、朗読します。 

≪ 平成３０年度山梨県行政施策に関する提言等について 以下朗読 ≫ 

以上です。 

○議長（西名会長） 

    事務局より、平成 30年度山梨県行政施策に関する提言等についての内容の説明が   

あったところです。 

    これは、過日、各ブロック会議を行ないまして、各委員から出た意見を集約し、

まとめ方のスタイルとしては、新しい形で、完結明瞭にさせていただくという経過

です。 

    いかがでしょうか。 

○柿嶋委員 

    一点だけ説明願います。農地の有効利用対策ということで、農地の情報開示シス

テムフェイズ２のことです。国が求める内容に至っておらずという点ですが、具体

的には、何が至ってないのでしょうか。 

○議長（西名会長） 

    事務局で説明願います。 

○事務局（佐野係長） 

    実は、4月から旧システムで管理しているのですが、1月の末で締めたデータを預

かって、元のシステムに移行したのですが、移行しただけで、システムの説明会も

なく、上位機関の農業会議も使用方法がわからない状況です。取扱い説明書もある

のですが、誤った操作した場合の取り消しも上手くいきません。 

    農地ナビの連携機能の土地の分筆も上手く機能せず、全国的にも思うように操作

ができていない状況です。 

    現在は、旧システムと新システムを平行で使用する予定ですが、旧システムは完
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全に整備できているので、実務的には問題はありません。 

○柿嶋委員 

    理解できました。山梨県だけで発生している問題かなと思いましたが、全国的な

問題であることがわかりました。 

    新規就農者は見ると思いますので、その辺を考えました。 

○議長（西名会長） 

    現状を説明していただきました。このことは、早急に対応していただきたい。 

強くこの項目はお願いしたいと思います。 

植田委員お願いします。 

○植田委員 

    喫緊な課題を提言できるいい機会だなと思います。 

    ただ、文章的に、中間管理機構では、「必要である。」というところでとめている。 

また、他のところでは、「要望します。」でとめている。この辺の文章的なことは、

推敲されるということで、よろしいでしょうか。このまま提出するとインパクトが

なくなると思います。その点はいかがでしょうか。 

○議長（西名会長） 

    事務局で、今のご指摘について説明してください。 

○事務局（岡係長） 

    その点は、事務局で、手を入れます。 

○植田委員 

    会長、もう一点ですが、農業と障害者の取り組みの連携ですが、ブロック会議で

提案をさせていただいた経緯があるのですが、障害者というのは、甲府市の場合に

害の字をひらがな表示にしようと 4 年前から議会でも本会議で提案させていただき

統一していると認識しております。条例、条文では、漢字表記しますが、今回の場

合はひらがな表記のほうがよろしいのではという感じがしますので、確認したいの

ですが、いかがでしょうか。 

○事務局（岡係長） 

    わかりました。今いただきましたご意見を十分考慮して、提出したいと思います。 

○議長（西名会長） 

植田委員よろしいでしょうか。 

○植田委員 

    はい、ありがとうございました。 

○議長（西名会長） 

    他には、いかがでしょうか。 

    文書にまとめると適正でない言い回しもあります。気がついたら指摘をお願いし

ます。 

○山本会長職務代理 

    農地利用対策の中の再生不可能な農地の扱いについての項目ですが、これは非常

に大切なことではと思います。既に山林になっているものが、そのまま畑となって

表示され残っている。分母を減らすためには、重要な方法ではないかと思います。 
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    地目変更をするには、登記しなければならない。登記は簡単ではないし、費用も

かかってしまいます。相続等の課税問題もある。これは、国税ですので、国との関

連を行政間で調整し行っていかないと難しい問題がでてきます。 

必要なことですが、難しいです。事務局でもできるだけ積極的に国との連携で進

めていただきたいと考えますので、検討しながら進めていただきたい。 

○議長（西名会長） 

    難しい問題ですが、早急に進めていかなければならないと考えています。 

    局長から取り組みについて、説明をお願いします。 

○事務局（青木事務局長） 

    再生不可能な農地の扱いについては、昨日、公表されましたが、全国では、九州

と同じ面積、若しくはそれ以上に所有者不明な農地があります。山梨県でも山林と

か農地については、20パーセント以上がそういう状況です。 

    特に、田とか畑が再生不可能な農地となっているといつまでも農業関係の足かせ

になってしまうという状況にあります。そこで、山本職務代理が言っていたように、

農地から外せば、その足かせが外れるということです。甲府市では、農地再生担当

という課を 4 月におきまして、今現在農地がどうなっているのかという調査を行っ

ています。 

    この調査が、一段落したら、今度は農業委員会とともに今後どうして行くのか、

意向調査を行っていくことを予定しています。その後にその農地を今後も農地とし

て利用していくのか、或いは利用不可能なところについては、非農地化を進めてい

こうということで、来年度から農地全体を分けるよう着手できると思います。 

    今後は農地的土地利用を図れない土地については非農地にしましょうということ

を考えています。ただ、農業委員会で非農地証明を出せば、地目変更ができるので

はなく、段階をおっていかなければなりません。 

    それを、県も国も簡単にできるような方向に進んでいますがなかなか難しい状況

です。 

    今後、市としても、国や県から情報を収集し、現状を把握しながら対応していき

たいと考えています。以上です。 

○議長（西名会長） 

    よろしいでしょうか、他にはいかがですか。 

    ≪ 意見無し ≫ 

○議長（西名会長） 

    それでは、無いようですので、平成 30年度山梨県行政施策に関する提言等につい

て、賛成の方は挙手をお願いします。 

   ≪ 全員挙手 ≫ 

○議長（西名会長） 

    全員の方の挙手をいただきましたので、平成 30年度山梨県行政施策に関する提言

等について、県農業会議に提出してまいります。 

 

    以上で、6月の定例会の審議は終了しました。 
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    委員の皆さんもご協力に感謝しまして、議長の席を降ろさせていただきます。ご

くろうさまでした。 

 

午後４時３０分 閉会 

 

なお、総会終了後事務局から次の事項の事務連絡が行われた。 

（１） ７月の行事予定について （庶務、農地係 振興係） 

（２） 甲府市企業誘致条例の一部改正について（農政課 保坂課長） 
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